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  10 月号 

2024 年 10 月１日 

末長こぐま保育園 

園長 辻 敦美 

 夏の暑さもやっとおさまりはじめ、さわやかに吹く風が秋の始まりを感じるようになりました。季節の変

わり目で体調を崩しやすい時期でもあるので、園でも手洗いや衣服の調節などをして、風邪予防に努めてま

いります。また、秋には栄養豊富な食べ物がたくさんあります。旬の物を色々食べて、風邪を引きにくい体

づくりをしていきましょう。 

・テレビや絵本に近付いて見る 

・明るい戸外でまぶしがる 

・目を細めて見る 

・上目遣いに物を見る 

・目つきが悪い、目が寄っている 

・見る時に首を曲げたり、頭を傾けた

りする 

10 月 10 日は
目の愛護デー 

子どもの目は毎日発達していて、両目

の視力機能は６歳頃にほぼ完成すると

言われています。その後に視力が低下

するのは、幼い頃の姿勢や体の動かし

方が関係しているそうです。自然の中

で十分に遊ばせ、外の景色をたくさん

見せることでお子さまの視力を育てて

いきましょう。 

こんな見方は危険信号！ 

このような症状が見られると斜視や弱

視の可能性が考えられます。子どもは

視力が悪いことを自覚できないため、

上記のような症状がないか普段から気

にかけて見るようにしてください。 

最初はかぜと似た症状が現れ、１～２日遅れて咳が出始

め、１ヵ月くらいしつこく続くのが特徴です。特に早朝

や就寝前に、ひどく咳込む傾向があります。咳が長引

き、なかなか改善されない場合は治療薬があるので受診

をしましょう。潜伏期間（14 日～21 日）が長く、感染

源の特定は困難ですが、熱やアルコールに弱いので、消

毒薬を使用することで予防ができます。咳で感染が広が

るため、手洗い・うがいなどもこまめに行いましょう。

また、かぜやインフルエンザと同様、免疫力が弱ってい

る時にかかりやすいので、栄養や睡眠をしっかりとと

り、規則正しい生活を心がけましょう。 

▼マイコプラズマ肺炎▼ 

 
先月、園でも感染したお子さんがいまし

た。どのような症状なのか、ご紹介いた

します。 

       ～靴の選び方～ 

子どもの足は非常にデリケートです。足に合って

いない靴を履いていると、姿勢も悪くなり、その

まま骨格が形成されてしまうので、足に合った靴

を選び、思い切り遊ばせてあげましょう。 


